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「 目 的 」  
本 研 究 で は 線 維 状 ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト を 凝 集 さ せ た 厚 さ ０ ． １ m m
の シ ー ト に 様 々 な 成 長 因 子 を 有 す る 骨 髄 幹 細 胞 由 来 抽 出 蛋 白 質 を 含 浸 さ
せ 、 頭 蓋 骨 の 骨 欠 損 部 の 脳 硬 膜 露 出 部 と 同 形 の も の を 貼 り 付 け 骨 再 生 の
効 果 に つ い て 組 織 学 的 に 検 討 し た 。  
 
「 方 法 」  
動 物 に は 、 1 2 週 齢 の 雄 性 ラ ッ ト 、 2 4 匹 を 用 い た 。 全 身 麻 酔 下 に て 、 頭
部 正 中 切 開 を 行 っ て 骨 膜 を 露 出 さ せ 、 ト レ フ ィ ン バ ー を 用 い て 、 頭 頂 骨
部 に 8 . 8 m m の 骨 欠 損 部 を 作 製 し た 。 骨 髄 幹 細 胞 由 来 分 泌 蛋 白 を 染 み 込 ま
せ た ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト シ ー ト （ H A シ ー ト ） を 骨 欠 損 部 の 脳 硬 膜 を
覆 う よ う に 設 置 し た （ 実 験 群 ）。 剥 離 し た 骨 膜 を 丁 寧 に 戻 し て 周 囲 の 骨 膜
と 縫 合 し た 。 対 照 群 と し て 、 生 理 食 塩 水 を 染 み 込 ま せ た H A シ ー ト を 同 様
に 設 置 し た 。 H A シ ー ト 周 囲 の 組 織 の 組 織 学 的 観 察 お よ び 形 態 計 測 を 行 っ
た 。  
 
「 結 果 」  
H A シ ー ト は 、 表 面 構 造 で は ナ ノ フ ァ イ バ ー が 錯 綜 、 凝 集 す る 材 料 で あ
っ た 。 ま た 切 り 出 し 断 面 で は 、 多 層 構 造 を 示 し て い る こ と が 確 認 さ れ た 。 
実 験 群 で は 、 ２ 週 で は H A シ ー ト の 皮 膚 側 に 肉 芽 － 線 維 性 結 合 組 織 が み
ら れ 、 脳 側 に は 既 存 骨 の 辺 縁 や 中 央 部 に 新 生 骨 が 確 認 さ れ た 。 ４ 週 、 ８
週 は 、 皮 膚 側 の 菲 薄 化 し た 線 維 性 組 織 が み ら れ 、 脳 側 の 新 生 骨 は 水 平 的
方 向 に 拡 大 す る と 同 時 に 厚 さ も 増 加 し た 。 対 照 群 は 、 ２ 週 で は 、 皮 膚 側
に 、 肉 芽 － 線 維 性 結 合 組 織 が み ら れ 、 脳 側 で は 新 生 骨 の 形 成 が 確 認 さ れ
た 。 ４ 、 ８ 週 で は 、 皮 膚 側 に は 薄 い 線 維 結 合 組 織 、 脳 側 に 新 生 骨 の 形 成
が み ら れ た 。 組 織 標 本 か ら 計 測 し た 新 生 骨 面 積 は 、 ２ 、 ４ 週 で は 、 対 照
群 に 比 べ 、 実 験 群 が 多 か っ た が 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。 対 照 群 で は 、
２ 週 か ら ８ 週 に か け て 有 意 に 増 加 し た の に 対 し （ p < 0 . 0 5 ）、 実 験 群 で は 変
化 が み ら れ な か っ た 。 マ イ ク ロ Ｘ 線 Ｃ Ｔ 像 か ら の H A シ ー ト を 含 む 新 生 骨
の 体 積 に つ い て は 、 対 照 群 に 比 べ 、 実 験 群 で 有 意 に 多 か っ た （ p < 0 . 0 5 ）。
実 験 群 の ４ 週 が 最 も 体 積 が 大 き く 、 ２ 週 か ら 優 位 な 増 加 を 示 し た
（ p < 0 . 0 5 ）。  脳 側 の 新 生 骨 表 面 は ２ 、 ４ 、 ８ 週 の い ず れ も 新 生 骨 表 面 に
骨 芽 細 胞 の 活 性 を 示 す ア ル カ リ フ ォ ス フ ァ タ ー ゼ 活 性 を 示 し た 。 実 験 群
と 対 照 群 で 明 ら か な 違 い は み ら れ な か っ た 。T R A P 陽 性 破 骨 細 胞 様 細 胞 は 、
２ 週 か ら み ら れ た が 、 ４ 週 、 ８ 週 で 徐 々 に 増 加 し た 。 ま た H A シ ー ト の 皮
膚 側 に 比 べ 、 脳 側 が 多 く 、 こ の 違 い は ８ 週 ま で 同 様 で あ っ た 。 皮 膚 側 に
対 し 、 脳 側 は 有 意 に 高 い 値 を 示 し た 。  
 
「 結 論 」  
今 回 検 討 し た H A シ ー ト を 硬 膜 に 直 接 貼 り 付 け る 方 法 は 、 皮 膚 側 の 線 維
性 組 織 の 侵 入 を 遮 断 で き る と 同 時 に ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト そ の も の の
骨 伝 導 、 骨 誘 導 作 用 に よ り 広 い 範 囲 で 脳 硬 膜 か ら の 骨 形 成 を 誘 導 す る こ
と が 期 待 で き る と 思 わ れ た 。 H A シ ー ト に よ る 成 長 因 子 担 持 の 利 用 法 は 、
骨 膜 を 有 す る 頭 蓋 冠 欠 損 で の 応 用 に よ り 、 早 期 の 骨 再 生 と 広 範 囲 の 骨 誘
導 を 可 能 に す る と 思 わ れ た 。                                            
 
